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研究成果の概要（和文）：資源が限られる多くの外来種管理に対し、根絶や低密度管理を達成するためには、我
が国の社会状況および外来種の侵入段階に即した戦略・技術が求められる。本研究では、管理手法に対する地域
住民の選好を明らかにし、住民の支持を得ながら手法を転換する際の知見が得られた。また、対症療法的な捕獲
が展開される種に対して、根絶に関する実行可能性を明らかにし、現実的な目標設定を行うための意思決定補助
の一端を示した。

研究成果の概要（英文）：Limited resources are available for invasive non native species management. 
Strategies and techniques that are appropriate to the social situation and the invasion stage are 
required to achieve eradication and control. In this study, we evaluated the local residents' 
preferences for management techniques, and obtained knowledge on how to shift methods with the 
support from the residents. The feasibility of eradication was also assessed for spread species. The
 realistic management goals as a decision support were suggested.

研究分野：外来種管理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果は、管理における社会環境が不明な中、利害関係者の支持を得ながら軋轢なく管理を推進するための
知見を得たこと、対症療法的捕獲事業が展開される中、根絶に関する実行可能性を明らかにしたことである。そ
れぞれ関係機関と協力し、成果の提供を行っていることからも、課題の解消に向けた戦略に貢献しており、社会
的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
元来地域内にいなかったにも関わらず、人間の活動によって持ち込まれた外来種は、既存の生
態系を変化させるだけではなく、農林水産業や人間の健康にも深刻な影響をもたらす。そのため、
日本を含む各国では「優先度の高い種が制御又は根絶される」という愛知目標や生物多様性国家
戦略といった管理目標のもと、外来種の管理を進めることが喫緊の課題となっている。 
日本では外来生物法などにより、外来種による影響の評価が進み、輸入規制をはじめとする定
着前の管理は進展してきた。しかし定着後は、予算や人的資源が確保できているマングースなど
の一部の種を除き、分布拡大抑制や密度縮小に成功している事例は極めて少ない。 
資源が限られる多くの外来種管理に対し、根絶や低密度管理を達成するためには、我が国の社
会状況および外来種の侵入段階に即し、科学的エビデンスに基づいた戦略・技術を開発すること
が急務となる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、侵入段階が異なる種を対象に管理現場の調査を通じ、外来種管理における戦略の
構築を目指す。具体的には、管理状況や手法に関する選好を明らかにするとともに目標設定に関
する実行可能性を評価する。 
 
３．研究の方法 
本研究課題では、採択後に COVID-19 の感染拡大により、申請時に計画していた野外調査の実
施に大きな支障が発生し、研究計画の変更を余儀なくされたため、研究内容を一部見直して実施
した。 
 
（1）ツマアカスズメバチ 
本調査は行政資料や聞き取り調査等による管理状況の調査を基に、利害関係者の支持を得な
がら軋轢なく管理を推進するための知見を収集する目的で実施した。調査は、対馬市内の住民
1300 名に対し郵送によるアンケート調査を実施し、320 名からの回答を得た。管理手法の選好と
して、現行の手法である薬剤の入っていないペットボトルトラップを含む 5 つの選択肢（図 1）
から、支持される手法を明らかにした。加えて、市民参加型事業について、同様の調査を行い、
250 名からの回答を得て、参加の有無やその理由について明らかにした。 

 
（2）アライグマ 
 本調査は行政資料や聞き取り調査等による管理状況の調査を基に、現実的な目標設定を行う
ために実施した。調査は、文献調査から実行可能性に関する条件の抽出を行い、管理の進捗状況
が異なる市町村で評価した。実行可能性ついては、前例との比較や保全される対象の価値など
様々な項目において検討されるが、本研究では、過去に実施された実行可能性に関する研究から
条件について抽出し、評価した。 
 
４．研究成果 
（1）ツマアカスズメバチ 
管理手法の選好として、現行の手法である薬剤の含まない置き型のペットボトルトラップが
地域住民に最も支持されており、管理を行わないことが最も支持されていないことが明らかに
なった。さらに、管理を実施する地域（森林域、居住地域）によって、地域住民の各管理手法に
対する選好が異なることが明らかになった（図 2）。さらに、自身で駆除したことがあるかなど
のこれまでのハチに関する経験、駆除効果向上のための薬剤使用に対する態度などにより選好
が異なることが明らかになった。 
 市民参加型事業については、事業について知らなかったなど作業の周知不足が参加していな
い理由として挙げられるなど、健康上の理由など参加しにくい層を除くと、基本的な情報の周知
によって参加が推進される可能性が示唆された。事業開始時より時間が経過していることが背
景として挙げられ、管理の基礎的な情報、作業に関する情報、管理成果に関する情報が参加を促
すための普及啓発として明らかになった。 
このような結果から、効果的な手法が新たに開発された際など、異なる手法への変換の際には
住民への理解を促していく必要があることが示唆された。特に、適切な情報提供による選好の変
化により住民からの支持や参加を得ながら管理を進める戦略について検討する必要がある
（Mameno et al. 2022. Environmental Conservation）。 
 

図 1 管理手法における 5つの選択肢 



 
（2）アライグマ 
 管理目標設定のための条件抽出を行い、根絶に向けては、再侵入の可能性がゼロであること、
保全対象への悪影響がないことなどの必須条件、適切な社会環境が整っていること、低密度でも
生存個体の探索が可能であることなどの付加的条件が抽出された（図 3）。 

 
アライグマ管理が進展している地域においても、島嶼地域ではないことに加え、特定のエリア
をフェンスで囲って、移出入を把握する手法はとられていない。そのため、条件 1を満たすこと
ができない。また、条件 4についても、捕獲圧が足りない地域や捕獲努力量を考慮した指標を使
用していないため検討できない地域など、多くの地域で条件を満たすことができないことが明
らかになった。このような結果から、現状の日本においてはアライグマの地域的根絶の実行可能
性は低いことが示された。 
 地域的根絶が難しい場合における低密度管理への道筋を示す意思決定の補助としてコストに
ついても検討した。地域の CPUE などの情報に加え、投入可能な資源および努力量、必要物品数
および単価から必要な経費を算出したが、多くの地域の予算は算出されたコストに満たないも
のであった。実行可能性を基に、意思決定の補助の仕組みの一端を示した一方で、資源の増減に
かかわる諸条件、個体群動態等の生態学的な知見、実務者のニーズなどは課題として挙げられた。 
 

図 2 管理手法の選好における平均的な結果 

図 3 アライグマ根絶における検討条件 
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